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さいちゃれミーテング 2022/12/１6 (Fri) 13:30-14:30 

出席： （IKEBIZ） 岩熊さん・宇都宮さん・名古屋さん・宮崎 ・岩渕さん（zoom）林さん 

     

      

 

 

 

   

 

 

  （議題内容） 

１．あむあむ販売会（あっぷるはうす）開催報告 12月 1日～10日 名古屋さん 

２．フィリピンクリスマスギフトの件 

  （現金 15,000YEN + ギフト発送（鉛筆・鉛筆削り）＊寄付金 24,000YEN 

３．フィリピン運営支援の件 

  ・図書館再建・合田さんコメント・来年フィリピンへの訪問計画（2023年 5月頃） 

４．その他 

 ・とげぬき地蔵商店街出店の件（2023年3月開催）   

 ・醍醐さんコンサート開催準備（2023年 10月 7日開催）＊現時点での進捗はありません 

 ・助成金申請（・岩佐賞第 2期表彰/フィリピン活動表彰 ・A-YUS/インド向け助成申請） 

 ・紙原稿のデータ化作業 2023年 1月終了予定 

 ・活動通信発行（12月編集 1月発行予定）  

 

   （1２月）   

・ミーテング  ・IKEBIZ  1２月２３日 ＊年内最終のミーテングです。 

・1月ミーテング予定（ 1月 13日・20日 /本つくり 1月27日） 

 

１．あむあむ販売会（あっぷるはうす）開催報告 12月 1日～10日  

名古屋さん報告下さい。 

 

 

 

 

 

   

   

＊上記以外の費用として案内状発信費・ポスター製作費・FB広告費が費用として発生しています。 
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２．フィリピンクリスマスギフトの件 

・今年のギフトは 子どもたちのパーテイ費用として 

    15,000YEN(12/15送金済み) ＋子どもたちに文具をおくる（48名分） 

・寄付金 ：金子さん 10,000 + SAICHARE 7名 （14,000） =24,000 

 

 ・ギフト品 は鉛筆（2本）＋鉛筆削り（1個） 

＋クリスマスカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（クリスマスメッセージは宇都宮さんに校正していただきました。） 

＊本日現在、鉛筆削りの到着待ち、到着次第 EMSで発送します。（3日で現地に到着予定） 

 

３．フィリピン運営支援の件 

 ・12月 6日フィリピンマニラで合田さん・フェルデイさんに合流頂き、図書館再建についての打ち合わせを

行っていただきました。 

 

・さいちゃれメンバーにおいても一度現地訪問の必要性があると思われます。  

現時点では 2023年 5月頃の訪問可能性を検討します。 

・参加可能な方別途募集します。（一般募集も・・） 

 

 

（合田さんたちからのメッセージ） 

①１番の問題は図書館新設後のメンテナンスに伴う費用の捻出との考えで一致 

・すでに 20年以上のサポートを続けているにも関わらず、いまだにマガタ側が独立できないことは問題。 

（今後の援助の仕方を変えた方が良いのでは） 

・それにはマガタの人達が誰の援助もなく、自らの力で図書館を運営維持して行けるような仕組み（現金収入を

得られるようにする）を作る事が必須 

・サイチャレとしても、今後何十年にも渡り現金等の援助を続けるのは不可能でしょう、またそのような援助の仕



 3 / 4 

 

方はマガタ住民のためにも良くないのではと思います。 

 

・フェルディさんが行っているビジネス（特殊な飼料を使った養豚、養鶏）をマガタに持ち込むのがベストでは 

・ビジネスを始めるには当然ながら資金が必要であり、この資金の調達は図書館新設費の一部から捻出する方

法を模索してはどうか？ （➾助成金・寄付からの拠出であり難しいのでは？） 

・当然この点は寄付を募る際にも、ドナーの方達に納得してもらう必要がありますが、しっかりと説明できれば

納得してもらえるのではと思います。（➾どのように関連付けるのか？確認・調整が必要と思う） 

（懸念） 

・現地のフィリピン人をビジネスパートナーとして迎えても、上手く行かず、金を持ち逃げされことも。 

・日本に長く暮らしたフェルディさんであれば、その点は問題ないのでは。 

・もう一点重要な点なのですが、図書館新設中に誰かしら日本人がマガタに滞在する必要があると思います。 

・お金や資機材の管理を誰かがしっかりしないと、確実に中抜きされ、盗難事件も多く発生することになる。 

・海外（特に東南アジア）に興味のある大学生を一人雇い、建設が終わるまで現場の管理をしてもらうのは？ 

・マガタ周辺の山中には NPA（新人民軍）と呼ばれる反政府組織の残党がまだいるようなので、この辺の情報も

今一度現地で調べてみます。（マリスが若かった頃、図書館へ NPAのメンバーが来たことがある。） 

・マニラの電力や水が今後不足していく可能性を考えると、マガタがダムの底に沈む可能性も否定できません。 

・新図書館の建設が始まると、予想外の問題が沢山発生してくると思いますが、柔軟に対応していく必要があり

ますね。 

②建設を開始した時の問題として・・・ 

・フェルディさんが現地を訪れ、資機材の搬入状況の確認、現地の業者との交渉（現地の状況に詳しくない日本

人が入ると確実にぼったくられるでしょう）等を行えば、必要資金はかなり下がるのでは？（現在の見積もりは

2,700万） 

＊）とはいえフェルディさんも忙しいと思うので、なかなか思うようには動けないのではと思いますが・・・ 

・建設期間中に日本人に一人常駐してもらい、お金と資機材の管理をしてもらう事は必要だと思います。 

・NPAが日本人に直接危害を加えることはないと思われますが、誘拐された場合フィリピン政府との政治的な

交渉に利用される可能性はありますね。とはいえ近年 NPAは目立った活動を殆どしていないようなので、誘

拐等の可能性はかなり低いと思います。ただ心のどこかで、もしもの時のための備えは準備しておいた方が良

いでしょう。ミンダナオ島で活動するアブサヤフは、身代金目的の誘拐を繰り返しており、以前もドイツ人を誘拐

し、身代金を得られなかったためか殺害しました。 

・フィリピンには多数の日本人が暮らし、現地の事情に詳しい日本人がそれなりにいるので、そのような人達に

給料を支払い、管理を任せてはどうかとも思うのですが、どうも胡散臭い人が多いので信用できない。 

・大金が動いているのがマガタ周囲に知れると、それを目当てに烏合無象に人が集まってくる可能性が高いの

で、資金面の話はマガタ側にもなるべく伝えないほうが良いのではと思います。 

 

４．その他 

 ①とげぬき地蔵商店街出店の件（2023年 3月開催）   

    11月 25日現地見学（名古屋さん・岩熊さん・岩渕さん・宇都宮さん・宮崎） 

  （印象） 

   ・高額な物でも 3,000YEN程度、７DAYSははずれであり集客の期待は少し疑問 

   ・かりて屋レンタルスペース（商店街の中にある）  
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 ②醍醐さんコンサート開催準備（2023年 10月 7日開催）＊現時点での進捗はありません 

 ③助成金申請（・岩佐賞第 2期表彰/フィリピン活動表彰 ・A-YUS/インド向け助成申請） 

  ・岩佐賞賞金：100万円（使用制限なし）  

   ・A-YUS:見捨てられた人へ光を当てる事業支援 年 50万（3年間） 

 ④紙原稿のデータ化作業 2023年 1月終了予定 

・来年 1月ですべての紙原稿のデータ化が終了する予定です。（村井さん・宮崎 300/若柳さんお願いのも

の 420/他)計約 750部 

・今後は新規絵本の原稿作りとラベルデータつくりが中心になります。 

➄活動通信発行（12月編集 1月発行予定 ：活動通信 15号）  

・あむあむ販売会（大宮）までの記事を掲載します。 

・巻頭言 林さんお願いします。 

 

⑥大塚商会様から寄贈の連絡 

  下記寄贈品について受け入れします。 

  ・A4ノーカット版プリンタラベルが全部で 1644シート（タガログ語ラベル用） 

・22枚入り 2個 ・100枚入り 11個 ・500枚入り 1個 

 

⑦追加 

  ・10月発送荷物の到着連絡がありました。寄付・寄贈頂いた皆様には感謝のメッセージ送ります。 

 

1個の荷物は遅れて現地到着し、現在分配作業が行われています。 

     

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ラトン図書館の修復作

業が終了しました。さい

ちゃれからは 15,000

Ｙｅｎの費用を充当して

います。 

（皆で書いた感謝の手紙をもつ子どもたち） 

送られてきた感謝の手紙、後程翻

訳し、寄贈頂いた方々に届けます。 


